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会派で、｢学校に行けない子の学校｣東京シューレ葛飾中学校視察研修
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｢夜間対応型訪問介護サービス｣等の福祉施策視察研修（小平市）
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市連婦で3月､東日本大震災被災地慰問[image: image5.jpg]



長野県小布施町視察研修（まちづくり）
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Q  ｢かわだ元気再生プロジェクト｣の組織体制は　　　
うるしの里特有の長い歴史から数えきれないほどの地域資源を掘り起こし、河和田らしさをより活かした住民参加型のまちづくりを考えています。そこで、「かわだ元気再生プロジェクト」事業について、プロジェクト終了後は、住民自らの力で事業推進できるような役所内横断した職員体制や活動拠点など必要と考えるが。

A市長　県の肝いりの事業で、鯖江市は今年から取り組む。継続できる事業でなければならず、福井豪雨から河和田アートキャンプで夏場延べ3,000人入り込んできて、交流人口から定住人口につながるなど全国的に脚光を浴びている。その河和田は人口減少が著しく、核家族高齢化が顕著になっている。

3ヵ年かけて、河和田には色々な組織がある、組織の方に全力を上げて取り組んでいただきたい。そういう土壌が河和田にはあるということで、今回取り組むことを議会にお願いし､組織体制は､一つの事業ではありませんので、部局横断的なものを考えている。

地元の方々、特に若者の参加を得、拠点整備はコミセンがいいのか、とにかく若者が集まるまちにしていきたい。オープンセットまではいきませんが、年間を通した周年型の観光、おもてなしのできるまちなかにしたい。鯖江市のものづくりの発祥がすべて河和田にあり、歴史・伝統、自然からも鯖江のシンボル的な差別化できたまちづくりができると考えている。
Q　女性の活躍について

市連合婦人会の現状をどのように捉えているのか。また市長部局所管の女性団体と事業の上から再編など考えては
A教育長代行　地域の中で女性のつながり、力を活かせる社会作りを進める上で婦人会は必要で、婦人会の活性化や活動を支援したい。
A部長　男女共同を参画を進める上でなくてはならない団体で、会員が共感する魅力ある事業の展開とか、会員各層への広がりも必要と思われ、市長部局としても任意団体の再編に真剣に考えたい。
Q 在宅不登校について
不登校や引きこもりを否定するのではなく、公的機関が、本当に子どもたちが共に生きやすい社会を作っていくための共通理解を持った支援が望まれる、子どもたちの健やかな成長に細やかな支援を要望する。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井新聞掲載記事より
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鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）


活動のニュース 第2１号：発行２０１３・４・30


　　　　　　　　　　　　　電話65-1833　ブログ・愛子ネット　http://aikonet.mitelog.jp/





　平成25年度｢元気創造・幸福予算｣スタート！


3月議会


3月定例会は、2月27日から3月22日までの24日間の会期で開催されました。平成25年度の鯖江市一般会計予算（231億400万円）など34議案が提案され、そのうち平成24年度の一般会計補正予算（23億5150万円を歳入歳出に追加）など5件について委員会審査の後可決し、また議員提案の市会案（条例改正）1件を可決しました。


3月11日12日には、13人の議員が一般質問（木村の質問内容抜粋、次面）を行いました。予算の議会ということもあり、傍聴席に市民の方がお見えになっていました。2日目最後の木村の質問の時にも女性の方や市民の傍聴がありました。


14日、15日には各常任委員会が開かれ、付託された議案の審査を行いました。22日最終日には、本会議において採決が行われ、市長提案の各議案を可決し、同日追加提案された人事案件6件に同意、市会案（条例改正）2件を可決して閉会しました。





市長は、25年度の諸課題について、新幹線開業を見据えたまちづくり懇話会や地域防災計画原子力防災対策編の策定が進行形であること、｢道の駅｣完成時期が早まったことや産業振興対策や融資などの支援制度など、越前塗山車などでの需要開拓、農業振興施策、観光振興、ふるさと創造プロジェクト事業、豊小学校の体育館整備や小中学校の耐震補強工事、中学校空調設備、近松のまちづくり、ご近所福祉ネットワーク、障がい者基幹相談支援センター（市役所内）、地域包括支援センターの4地区にサブセンター設置、子どもの医療費助成制度拡大、使用済み小型電子機器等の再資源化、防犯隊の専務化、道路整備、治水対策、下水、住宅、公共交通、ITのまち鯖江、提案型市民主役事業など打ち出され、議会初日の所信で考え方の一端を述べられました。





また、女性の特性を生かした企画立案に反映する女性職員の待遇を議会でも提案してきていましたが、3月末には、4月の職員の定期異動が発表になり、女性の管理職への登用で次長級、課長級、参事に多く赴任されました。


市役所内の女性幹部職員の活躍が予想される適材適所の職員配置で嬉しい限りです。


いずれにしろ、市民主役・協働のまち、女性も参加した「さばえのまちづくり」ご一緒に、共にがんばりましょう。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











王山保育所で保育ボランティア、自園給食をいただく。（中学校の給食改善を要望し、保育所については自園に！）





平成1９年9月議会で、「荒れた田んぼが草ぼうぼうで、村の存続すら１０年後には心配だ」「地産地消・地場産物販売のネットワークと、西山公園付近に直売所を設置してみたらいかがだろうか」と提案している。｢山うに｣プロジェクト、｢道の駅｣も動き出している。小水力発電（ピコ発電）は、地元区長さんから相談を受けて24年3月議会で提案














【２０１３年３月　定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















